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ま え が き

2017 年改訂の学習指導要領で、主体的・対話的で『深い学び』がめざされ
るようになった。「主体的・対話的な学び」については、アクティブ・ラーニ
ングの視点が共有されて実現されつつある。アクティブ・ラーニングは、学習
方法についての考えで、理科のような内容教科に導入する際には、学習内容の
検討が不可欠である。これからの課題は、実際の理科授業で『深い学び』をど
のように実現するのかである。

小学校の授業については、Lesson Study で有名
な米国の Lew�s（2011）が、「国際的に日本の小学校
教育の良いところは認められていても、日本の中で
は十分認められていないのではないか」と述べてい
るように世界的には高く評価されている。小学校理
科授業の特徴は、児童の考えを中心にした問題解決
学習で、ベテランの教員ならば児童に自由試行させ
ながら、クラスの結論を導くことができる。ただし、
クラスで合意した結論が、2017 年の学習指導要領で求めている『深い学び』
を実現しているのかと問われれば、多くの課題を残していると言わざるを得な
い。

例えば、先日参観した福島県内公立小学校の 5 年生の「物の溶け方」の授業
では、1 週間経っても食塩水が均一のままである理由を児童 25 人で考えさせ
た。反転学習をしているので、3 人の児童は「水と食塩がくっついて食塩水に
なったから均一のままなのだ」と本質をついた考えを述べた。しかし、教員は
教科書の分散モデル（上図）でまとめようとして、3 人の素晴らしい考えは取
り上げられず、『深い学び』をしていた 3 人の児童はまったく納得しなかった。
食塩がただ散らばっている分散モデルでは、しばらくすると下の方が濃くなる
という児童の考えの方が正しくて、1 週間経っても食塩水が均一のままである



��

ことを説明できない。小・中学校の教科書の水溶液モデルは分散モデルで、高
等学校の化学で水和を習ってはじめて、「水と食塩がくっついて食塩水になっ
たから均一のままなのだ（溶解モデル）」と納得している状態である。その他
にも、教育実習生たちが『深い学び』を実現するのに困惑しているものに、「電
流が強い・弱い」「葉でできたデンプンはジャガイモに瞬間移動する」「月への
太陽の光の当たり方が変わるから満ち欠けして見える」などもある。

理科は知識内容の学習を中心とする内容教科と言われており、いくら問題
解決学習の方法が素晴らしくても、教員の内容理解不足から、児童の『深い学
び』を見過ごしている授業が散見されようになった。今後は、小学校高学年で
理科専科が増えることも予想され、中・高等学校につながる『深い学び』が実
現されるような小学校理科授業の開発が必要である。私たちの研究室では、小
学校理科で『深い学び』が困難であると思われる物理・化学・生物・地学の各
分野で、中・高等学校につながる『深い学び』を実現する小学校理科授業を開
発し、実際の理科授業で評価している。

本書では、従来はうまく教えることができなかったが、コア知識を獲得さ
せて説明を促した結果、納得いく教え方ができるようになった実践事例とその
評価を紹介する。大学の理科指導法などのテキストとしても活用できるだろう
し、これから教育実習を行う大学生には、教育実習での授業づくりの参考にな
るだろう。現職教員には、研究の知見を日々の授業に活かすヒントが得られる
ことだろう。
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